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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第49期
第１四半期
累計(会計)期間

第48期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
６月30日

自平成19年
４月１日
至平成20年
３月31日

売上高（千円） 15,792,092 61,125,724

経常利益（千円） 315,095 630,375

四半期（当期）純利益（千円） 171,376 303,095

持分法を適用した場合の投資利益

（千円）
－ －

資本金（千円） 1,305,700 1,305,700

発行済株式総数（株） 9,255,000 9,255,000

純資産額（千円） 10,019,421 9,926,046

総資産額（千円） 23,677,687 23,592,025

１株当たり純資産額（円） 1,082.91 1,072.82　

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
18.52　 32.76　

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ －

１株当たり配当額（円） － 18.00

自己資本比率（％） 42.3 42.1

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
668,349 1,448,805

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
240,508 640,395

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△83,194 △166,831

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
6,600,744 5,775,080

従業員数（人） 663 672

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、「連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移」に

ついては、記載しておりません。

２. 売上高には、消費税等は含まれておりません。

３. 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。　
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２【事業の内容】

　当第１四半期会計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

３【関係会社の状況】

　当第１四半期会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

提出会社の状況

　 平成20年６月30日現在

従業員数（人） 663　(108)

（注）　従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は、当第１四半期会計期間の平均人員を（　）外数で記載しておりま

す。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）地域別売上高

地域別 金額（千円）

東北・北海道地区 469,674

関東・甲信越地区 4,921,714

東海地区 1,516,817

近畿地区 5,787,370

中国・四国地区 1,911,658

九州・沖縄地区 1,184,855

合計 15,792,092

　（注）　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）商品別売上高

商品別 金額（千円）

常温食品 6,948,520

冷蔵食品 1,585,526

冷凍食品 6,744,802

酒類 168,975

非食品 344,267

合計 15,792,092

　（注）　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

(3）仕入実績

商品別仕入高

商品別 金額（千円）

常温食品 5,873,774

冷蔵食品 1,316,011

冷凍食品 5,637,024

酒類 134,907

非食品 264,524

合計 13,226,242

　（注）　上記金額には、消費税等は含まれておりません。
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２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

３【財政状態及び経営成績の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。

（1）業績の状況

　当第1四半期会計期間における我が国経済は、原油価格高騰に端を発し、大豆、トウモロコシ、小麦等の穀物相場も高

騰したことから失速懸念が強まっております。当社の得意先である外食産業界におきましては、食材コストの上昇、人

件費のアップ、食の安心・安全を揺るがす事件の多発等により消費者マインドが減退し、厳しい状況が続きました。こ

のような環境下、当社はお客様にご納得頂けるよう適正な価格改定の実施、代替商品の提案、新しいメニューの提案等

を積極的に進めるとともに、新規取引先の獲得にも努力して参りました。

一方、燃料費の上昇に対処するために、物流の効率化により物流費の増加をできるだけ抑えることに努力しました。

また、前事業年度に評価損を計上した複合金融商品につきましては、当四半期で評価益90百万円を計上したことから、

営業外収益は、１億13百万円となりました。

　その結果、当第１四半期の業績は、売上高157億92百万円、営業利益2億2百万円、経常利益3億15百万円、四半期純利益1

億71百万円となりました。

（2）キャッシュ・フローの状況

　当第１四半期末会計期間における現金および現金同等物（以下「資金」という）は、前事業年度末より8億25百万円

増加して66億円となりました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第１四半期の営業活動による資金収支は、6億68百万円の増加となりました。

　これは、税引前四半期純利益が3億12百万円であったことや売上債権が2億68百万円減少したことが主たる要因で

あります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第１四半期の投資活動による資金収支は、2億40百万円の収入となりました。

　これは、有価証券の償還による収入が3億円であったことが主たる要因であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第１四半期の財務活動による資金収支は、83百万円の支出となりました。

　これは、配当金の支払が83百万円であったことが主たる要因であります。

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期会計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

（4）研究開発活動

　該当事項はありません。

（5）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当社を取り巻く事業環境は、米国経済の減速や原油価格・原材料価格の高止まりなど景気の先行き不透明感、そし

て、主たるマーケットである外食産業の競争激化により、依然として厳しい状況が続くと予想されます。

当社といたしましては、これらの状況を踏まえて、企業の安定成長を目指し、収益基盤の強化と、優良顧客とのパー

トナーシップの確立と将来にわたり共存共栄できる幅広い顧客との信頼関係の確立を図ってまいります。

当社としては、全社を挙げて自社ブランド商品の売上拡大、外食のみならず中食・給食・介護食分野への取組みに

注力してきています。

（6）資本の財源及び資金の流動性についての分析

当社の資金状況は、手元流動性が厚く金融機関からの借入を必要としていません。

今後とも、内部留保資金につきましては、財務体質の充実を図りながら、経営体質の効率化・省力化のための投資

等に積極的に活用していきたいと考えています。

（7）経営者の問題認識と今後の方針について

当社の経営陣は、企業倫理とコンプライアンスの重要性を認識し、企業の社会的責任を全うすることを経営上の最

重要課題の１つとして、コーポレート・ガバナンスに真剣に取組んでまいります。このことから、当期は、「安心・

安全の追求」「人材の育成」「適正利益の確保」を基本方針として、更に磐石な営業体制・管理体制作りをめざ

します。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第１四半期会計期間における設備投資額は43百万円であり、主なものは、さいたま営業所の新築移転でありま

す。

　なお、当期中に重要な影響を及ぼす設備の売却、撤去等はありません。　

事業所名
（所在地）

設備の内容

帳簿価額（千円）
従業員数
（人）建物附属

設備
機械装置　 器具備品 合計

さいたま営業所

（さいたま市桜区）
事業所 32,647 3,735 3,740 40,123 9

合計  32,647 3,735 3,740 40,123 9

（注）上記金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第１四半期会計期間において、前事業年度末に計画中であった東京支店の営業設備の増築の完成予定は、平成

20年５月から平成20年７月に変更となりました。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 22,800,000

計 22,800,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成20年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成20年８月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 9,255,000 9,255,000

東京証券取引所
（市場第一部）
大阪証券取引所
（市場第一部）

完全議決権株式で

あり、権利内容に

何ら限定のない当

社における標準と

なる株式

計 9,255,000 9,255,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成20年４月１日～　
平成20年６月30日　 － 9,255,000 － 1,305,700 － 1,233,690

（５）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の移動は把握しておりませ

ん。
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（６）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成20年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

　①【発行済株式】

　 平成20年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 －　 － －

議決権制限株式（自己株式等） －　 － －

議決権制限株式（その他） －　 － －

完全議決権株式（自己株式等）
　（自己保有株式）

普通株式  　　　2,600
－

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式

完全議決権株式（その他） 普通株式  　9,243,100 92,431 同上

単元未満株式 普通株式  　　　9,300 － 同上

発行済株式総数 9,255,000 － －

総株主の議決権 － 92,431 －

②【自己株式等】

　 平成20年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

（自己保有株式）

尾家産業株式会社

大阪市北区豊崎六丁目18

番1号
2,600 － 2,600 0.03　

計 － 2,600 － 2,600 0.03　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成20年４月 ５月 ６月

最高（円） 790 858 800

最低（円） 742 741 730

　（注）　最高・最低株価は東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期累計期間（平成20年４月１日から平成20

年６月30日まで）に係る四半期財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けておりま

す。

　なお、新日本有限責任監査法人は、監査法人の種類の変更により、平成20年７月１日をもって、新日本監査法人から名

称変更しております。

３．四半期連結財務諸表について

　四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則（平成19年内閣府令第64号）第５条第２項により、当社

では、子会社の資産、売上高等から見て、当企業集団の財政状態及び経営成績に関する合理的な判断を妨げない程度に

重要性の乏しいものとして、四半期連結財務諸表は作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期会計期間末
（平成20年６月30日）

前事業年度末に係る要約貸借
対照表

（平成20年３月31日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,600,744 5,775,080

受取手形及び売掛金 6,792,280 7,060,370

有価証券 － 299,894

商品 1,734,262 1,721,597

繰延税金資産 108,198 182,637

未収入金 170,344 447,823

その他 101,775 65,605

貸倒引当金 △11,585 △12,049

流動資産合計 15,496,020 15,540,959

固定資産

有形固定資産

建物 1,847,833 1,847,833

減価償却累計額 △761,152 △747,063

建物（純額） 1,086,681 1,100,770

建物附属設備 2,047,376 2,040,918

減価償却累計額 △1,383,059 △1,382,339

建物附属設備（純額） 664,316 658,578

構築物 128,524 129,174

減価償却累計額 △89,741 △88,801

構築物（純額） 38,783 40,373

機械及び装置 152,196 148,346

減価償却累計額 △108,717 △106,523

機械及び装置（純額） 43,478 41,823

車両運搬具 5,195 5,195

減価償却累計額 △4,527 △4,417

車両運搬具（純額） 667 777

工具、器具及び備品 355,915 352,593

減価償却累計額 △294,409 △292,942

工具、器具及び備品（純額） 61,505 59,651

土地 3,281,705 3,281,705

有形固定資産合計 5,177,140 5,183,681

無形固定資産

商標権 63 78

ソフトウエア 22,081 24,338

電話加入権 26,614 26,614

施設利用権 931 956

無形固定資産合計 49,691 51,987

投資その他の資産

投資有価証券 836,948 737,940
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（単位：千円）

当第１四半期会計期間末
（平成20年６月30日）

前事業年度末に係る要約貸借
対照表

（平成20年３月31日）

関係会社株式 24,500 24,500

敷金及び保証金 1,123,056 1,079,004

会員権 81,740 81,740

保険積立金 101,855 99,790

長期預金 500,000 500,000

破産更生債権等 52,864 63,236

繰延税金資産 334,287 336,204

その他 12,697 12,807

貸倒引当金 △113,115 △119,826

投資その他の資産合計 2,954,835 2,815,397

固定資産合計 8,181,666 8,051,066

資産合計 23,677,687 23,592,025

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 9,596,674 9,487,380

未払金 85,157 35,888

未払費用 705,808 724,040

未払法人税等 75,574 168,441

賞与引当金 136,409 267,439

役員賞与引当金 － 6,200

その他 140,448 46,341

流動負債合計 10,740,071 10,735,731

固定負債

退職給付引当金 782,442 765,434

役員退職慰労引当金 187,788 205,775

収用関係仮受金 1,777,283 1,777,283

その他 170,680 181,754

固定負債合計 2,918,194 2,930,247

負債合計 13,658,265 13,665,979

純資産の部

株主資本

資本金 1,305,700 1,305,700

資本剰余金 1,233,690 1,233,690

資本準備金 1,233,690 1,233,690

利益剰余金 7,382,534 7,294,429

利益準備金 154,131 154,131

その他利益剰余金 7,228,403 7,140,298

任意積立金 4,600,000 4,600,000

繰越利益剰余金 2,628,403 2,540,298

自己株式 △2,097 △2,097

株主資本合計 9,919,827 9,831,722
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（単位：千円）

当第１四半期会計期間末
（平成20年６月30日）

前事業年度末に係る要約貸借
対照表

（平成20年３月31日）

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 99,594 94,324

評価・換算差額等合計 99,594 94,324

純資産合計 10,019,421 9,926,046

負債純資産合計 23,677,687 23,592,025
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（２）【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

（単位：千円）

当第１四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日)

売上高 15,792,092

売上原価 13,213,577

商品期首たな卸高 1,721,597

当期商品仕入高 13,226,242

商品期末たな卸高 1,734,262

売上総利益 2,578,514

販売費及び一般管理費 ※1
 2,376,386

営業利益 202,127

営業外収益

受取利息 2,484

有価証券利息 474

受取配当金 4,181

複合金融商品評価益 90,068

受取賃貸料 8,337

雑収入 7,635

営業外収益合計 113,182

営業外費用

雑損失 214

営業外費用合計 214

経常利益 315,095

特別利益

貸倒引当金戻入額 3,152

特別利益合計 3,152

特別損失

固定資産除却損 2,104

その他 3,920

特別損失合計 6,024

税引前四半期純利益 312,223

法人税、住民税及び事業税 67,823

法人税等調整額 73,023

法人税等合計 140,847

四半期純利益 171,376
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第１四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 312,223

減価償却費 50,717

貸倒引当金の増減額（△は減少） △7,174

賞与引当金の増減額（△は減少） △131,029

退職給付引当金の増減額（△は減少） 17,007

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △17,987

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △6,200

受取利息及び受取配当金 △7,140

複合金融商品評価損益（△は益） △90,068

有形固定資産除却損 2,104

売上債権の増減額（△は増加） 268,090

たな卸資産の増減額（△は増加） △12,665

その他の流動資産の増減額（△は増加） 242,622

差入保証金の増減額（△は増加） 990

破産更生債権等の増減額（△は増加） 10,371

仕入債務の増減額（△は減少） 109,293

未払金の増減額（△は減少） 17,794

未払消費税等の増減額（△は減少） 35,951

未払費用の増減額（△は減少） △18,232

その他の流動負債の増減額（△は減少） 35,876

その他の固定負債の増減額（△は減少） △11,074

小計 801,470

利息及び配当金の受取額 7,720

法人税等の支払額 △140,841

営業活動によるキャッシュ・フロー 668,349

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の償還による収入 300,000

有形固定資産の取得による支出 △10,047

投資有価証券の取得による支出 △336

敷金及び保証金の差入による支出 △56,611

敷金及び保証金の回収による収入 9,569

保険積立金の積立による支出 △2,064

投資活動によるキャッシュ・フロー 240,508

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △83,194

財務活動によるキャッシュ・フロー △83,194

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 825,664

現金及び現金同等物の期首残高 5,775,080

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 6,600,744
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第１四半期会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

１．会計処理基準に関する事

項の変更

たな卸資産の評価基準及び評価方法の変更

　通常の販売目的で保有するたな卸資産に

ついては、従来、主として月次総平均法によ

る原価法によっておりましたが、当第１四

半期会計期間より「棚卸資産の評価に関す

る会計基準」（企業会計基準第９号　平成

18年７月５日）が適用されたことに伴い、

主として月次総平均法による原価法（貸借

対照表価額については収益性の低下に基づ

く簿価切下げの方法）により算定しており

ます。

　これによる営業利益、経常利益及び税引前

四半期純利益に対する影響は軽微でありま

す。

【簡便な会計処理】

　当第１四半期会計期間における該当事項はありません。

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　当第１四半期会計期間における該当事項はありません。

【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

当第１四半期会計期間における該当事項はありません。

（四半期損益計算書関係）

当第１四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

　

※１　主要な費目及び金額は次のとおりであります。

役員報酬 36,000千円

給料　 676,406

賞与引当金繰入額　 141,788

退職給付費用　 38,883

役員退職慰労引当金繰入

額　
3,593

法定福利費　 76,740

賃借料　 119,820

地代家賃 184,494

運賃　 622,410

減価償却費　 50,717
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（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

※１現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係

　（平成20年６月30日現在）

現金及び預金勘定 6,600,744千円　

現金及び現金同等物 6,600,744

（株主資本等関係）

当第１四半期会計期間末（平成20年６月30日）及び当第１四半期累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年

６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式　　9,255,000株

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式　　　　2,669株

３．新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

４．配当に関する事項

配当金支払額

　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年５月13日

取締役会
普通株式 83,270 9 平成20年３月31日 平成20年６月10日 利益剰余金

５．株主資本の金額の著しい変動

当第１四半期会計期間における変動はありません。

（有価証券関係）

当第１四半期会計期間における該当事項はありません。

（デリバティブ取引関係）

当第１四半期会計期間における該当事項はありません。

（持分法損益等）

当社は、当第１四半期会計期間において非連結子会社を有するのみであり記載する事項はありません。

（ストック・オプション等関係）

当第１四半期会計期間における該当事項はありません。

（企業結合等関係）

当第１四半期会計期間における該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期会計期間末
（平成20年６月30日）

前事業年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 1,082.91円 １株当たり純資産額 1,072.82円

２．１株当たり四半期純利益金額等

当第１四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 18.52円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
当第１四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

四半期純利益（千円） 171,376

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 171,376

期中平均株式数（株） 9,252,331

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

（リース取引関係）

　当第１四半期会計期間における該当事項はありません。

２【その他】

　平成20年５月13日の取締役会において、次のとおり決議しております。

・普通株式の配当に関する事項

（イ）配当金の総額　　　　　　83,270千円

（ロ）１株当たり配当額　　　　　　　９円

（ハ）基準日　　　　　 　平成20年３月31日

（ニ）効力発生日　　　　 平成20年６月10日
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年８月11日

尾家産業株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 藤岡　孝史　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 西田　隆行　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている尾家産業株式会社の

平成20年４月１日から平成21年３月31日までの第49期事業年度の第１四半期累計期間（平成20年４月１日から平成20年６

月30日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算

書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から

四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、尾家産業株式会社の平成20年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了す

る第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注１）上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告書

提出会社)が別途保管しております。

　（注２）四半期財務諸表の範囲には、ＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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